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SDGs宣言　愛知学院大学

（抜粋）https://www.agu.ac.jp/sdgs/

愛知学院大学は、全力をあげて
SDGsに取り組んでいくことを

宣言いたします。
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SDGs宣言　愛知学院大学

（抜粋）https://www.agu.ac.jp/sdgs/

SDGsとは、Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略称です。2015年9月の国連サミッ

トにおいて採択されたもので、世界共通の目標として、健康や教育、経済成長、気候変動などに関す

る17の持続可能な開発目標と169のターゲットが設定され、いずれも2030年までの達成を目指すもので

す。二酸化炭素の排出、経済のグローバル化、世界人口の急激な増加は、地球温暖化の進行や異常気象の

常態化を招き、貧困や格差の問題を顕在化させ、人口に見合う十分な食料や水の確保が困難な局面を迎え

ています。「誰一人取り残さない」ための将来の目標を設定することこそSDGsに他なりません。

愛知学院大学は明治9年（1876）に、名古屋市中区門前町に、曹洞宗専門学支校として始まりました。大

学としては昭和28年（1953）の開学になります。本学は禅を主とする曹洞宗によって創設された仏教系

の大学です。建学の精神は「行学一体報恩感謝」です。本学は知識・技術の習得という学びと、人格と教

養の高揚に努めるという行とを一体とし、周囲への感謝を忘れず、共により良い社会の実現に尽力できる

「総合的な人間教育」に取り組んでいます。大乗仏教の指導者とも言うべき菩薩の誓いに「四弘誓願」が

あります。その第一にくるのが「衆生無辺誓願度」、つまり無数のいきとし生けるものすべてを救済する

ことを誓う、というものです。私たちは自身を取り巻く全てに感謝し、あらゆる生命を救うために、学び

と行動をとおして豊かな人間性を磨いていかなければなりません。愛知学院大学は教職員・学生一丸と

なって「あらゆるいのちの尊さを守り、誰一人取り残さない」ための活動を行ってまいります。

2019年、愛知県は「SDGs未来都市」として選定されました。選定理由は、経済・社会・環境の三側面に

おける新しい価値創出を通して持続可能な開発を実現する可能性が高い都市、地域だからとされていま

す。本学も産業界・官公庁・他大学と協働して、どうすれば環境に負荷をかけることなく、全ての人が活

躍しながら、産業の革新・創造を実現していくかを、授業の中で、あるいは課外活動で積極的に考え、取

り組んでいきます。

令和3年4月1日

愛知学院大学 愛知学院大学短期大学部

学長 引田 弘道
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経済学部　SDGs17の目標に関連した教育を行っている科目一覧 2022年度

◎	：強く関連している、○：関連している、△：やや関連している。＊付きは一部のクラス

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

貧困をなくそ

う

飢餓をゼロ すべての人に

健康と福祉を

質の高い教育

をみんなに

ジェンダー平

等を実現しよ

う

安全な水とト

イレを世界中

に

エネルギーを

みんなに そし

てクリーンに

働きがいも経

済成長も

産業と技術革

新の基盤をつ

くろう

人や国の不平

等をなくそう

住み続けられ

るまちづくり

を

つくる責任 つ

かう責任

気候変動に具

体的な対策を

海の豊かさを

守ろう

陸の豊かさも

守ろう

平和と公正を

すべての人に

パートナー

シップで目標

を達成しよう

アジア経済論 ○ ○

マクロ経済学Ⅰ ○

マクロ経済学Ⅰ ○

マクロ経済学Ⅱ ○

マクロ経済学Ⅱ ○

一般経済史Ａ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

欧米経済論 ◎ ◎ △ ◎ ◎

開発経済学Ａ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ △ ○

開発経済学Ｂ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ △

環境経済学Ａ ○ △ △ ○ ◎ △ △

環境経済学Ｂ ○ △ △ ○ ◎ △ △

経済学史Ａ ○ ○ ○

経済学史Ｂ ○ ○ ○

経済学特講Ⅰ ○

経済学特講Ⅱ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ △

経済学特講Ⅲ ○ △ ◎

経済学特講Ⅳ/企業経営特論C/商学特論Ⅶ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎

経済政策論Ａ ○ △

経済政策論Ｂ ○ △

計量経済学Ａ ○

計量経済学Ｂ ○

国際経済学Ｂ △ △

財政学Ａ ◎ ◎ ○

財政学Ｂ ◎ ◎ ○* ○

社会思想史 ○ ○ ○

社会政策論Ａ ○* ○* ○* △* ○ △* ◎*△* △* ◎*〇* △* △* △*

社会政策論Ｂ ◎* ○* ○* ○* ○ ○* ◎* ◎*〇* ○* △* △*

社会保障論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ △ △

情報リテラシーＡ ○

情報リテラシーＢ ○

西洋経済史Ａ ◎ ◎ ◎

西洋経済史Ｂ ◎ ◎ ◎

専門演習Ⅰ ◎*〇* ◎*〇* ◎*〇* ◎*〇* 〇* 〇* ◎* 〇* 〇* ◎*〇* 〇* ◎* ◎*△* 〇* ◎* ◎*〇* △*

専門演習Ⅱ ◎*〇* ◎* ◎*〇* ◎*〇* 〇* 〇* ◎* 〇* 〇* ◎*〇* 〇* ◎* ◎*△* 〇* ◎* ◎*〇* △*

専門演習Ⅲ ◎*〇* ◎* ◎*〇* ◎*〇* 〇* 〇* ◎* 〇* 〇* ◎*〇* 〇* ◎* ◎* 〇* ◎* ◎*〇* △*

専門講読Ⅰ（英語） ◎*△* ◎*〇* ◎*〇* ◎*〇*△* ◎*〇*△* △* ◎* 〇*△* ◎*△* ◎*〇*△* 〇* ◎* ◎* △* ◎* ◎*〇*△* △*

専門講読Ⅱ（英語） ◎*〇*△* ◎*〇* 〇* 〇*△* 〇*△* △* ◎* ◎*〇*△* 〇*△* 〇*△* 〇* ◎*〇* ◎*△* △* ◎* ◎*〇*△* △*

専門講読Ⅲ（英語） ◎*△* ◎*〇* 〇* ◎*〇*△* △* △* ◎* △* ◎*〇*△* ◎*〇*△* 〇* ◎* ◎* △* ◎* ◎*〇*△* 〇*△*

租税法Ａ（基礎）/税法 ◎ ○ △ ○ ◎ △ ◎

地方財政論Ａ ◎ ◎ ○

地方財政論Ｂ ◎ ◎ ○

農業経済学Ａ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ △

農業経済学Ｂ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ △

授業講義名 SDGs17の目標　関連するゴール
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前 2 〇 1 2 兼1

1後 2 〇 1 2 兼1

1前 2 〇 2 兼2

1後 2 〇 2 兼2

1前 2 〇 1 2 兼1

1後 2 〇 1 2 兼1

1前 2 〇 兼5

1後 2 〇 兼5

1前 2 〇 1 兼4

1後 2 〇 1 兼4

－ 20 0 0 2 2 2 0 0 兼13

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

－ 0 36 0 7 1 1 0 0 兼2

2春 2 〇 1

2春 2 〇 兼1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 兼1

3後 2 〇 兼1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要
（経済学部経済学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

専
門
教
育
科
目

基
礎
科
目

ミクロ経済学Ⅰ

ミクロ経済学Ⅱ

マクロ経済学Ⅰ

マクロ経済学Ⅱ

経済数学Ⅰ

経済数学Ⅱ

キャリア英語Ⅰ

キャリア英語Ⅱ

情報リテラシーA

情報リテラシーB

小計（10科目）

発
展
科
目

第
一
類

ミクロ経済学Ⅲ

マクロ経済学Ⅲ

計量経済学A

計量経済学B

公共経済学A

公共経済学B

労働経済学B

環境経済学A

環境経済学B

－

基
幹
科
目

経済統計学A

経済統計学B

経済学史A

経済学史B

日本経済論A

日本経済論B

国際経済学A

国際経済学B

金融論A

金融論B

一般経済史A

一般経済史B

経済政策論A

経済政策論B

社会政策論A

社会政策論B

財政学A

財政学B

小計（18科目） －

環境政策論

都市経済学A

都市経済学B

社会思想史

日本経済史A

日本経済史B

西洋経済史A

西洋経済史B

労働経済学A
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

3後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 兼1

2前 2 〇 1

3前 2 〇 兼1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 兼1

3後 2 〇 兼1

2前 2 〇 1

3後 3 〇 1

3後 2 〇 1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

3前 2 〇 1

3後 2 〇 1

2前 2 〇 1

2後 2 〇 1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

－ 0 105 0 12 3 2 0 0 兼10

3前 2 〇 兼1

3後 2 〇 兼1

3前 2 〇 兼1

3後 2 〇 兼1

3前 2 〇 兼1

3後 2 〇 兼1

3後 2 〇 兼1

3前 2 〇 兼1

3前 2 〇 兼1

2前 2 〇 兼2

2後 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

3前 2 〇 兼1

3後 2 〇 兼1

－ 0 30 0 0 0 0 0 0 兼10

現代産業論B

企業経済学

社会保障論

産業組織論

地域経済論

中小企業論

専
門
教
育
科
目

発
展
科
目

第
一
類

農業経済学A

農業経済学B

農業政策論

現代産業論A

アジア経済論

欧米経済論

多国籍企業論

金融システム論

金融政策論

ファイナンス論

国際貿易論A

国際貿易論B

国際金融論A

国際金融論B

開発経済学A

開発経済学B

経済情報論A

経済情報論B

経済情報処理A

経済情報処理B

国際法A

国際法B

地方財政論A

地方財政論B

会計学A

会計学B

租税制度論A

租税制度論B

小計（52科目） －

第
二
類

財務会計論A

財務会計論B

国際会計論A

国際会計論B

マーケティング論A

マーケティング論B

国際マーケティング論

行政法Ⅰ（総論）B

行政法Ⅱ（各論）

小計（15科目） －

環境ビジネス論

企業倫理

総合民法

租税法A（基礎）

企業と法

行政法Ⅰ（総論）A
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2前 2 〇 1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 1

2後 2 〇 兼1

2前・後 2 〇 兼1

－ 0 10 0 1 1 0 0 0 兼3

2後 2 〇 12 3 3

3通 4 〇 12 3 3

4通 4 〇 12 3 3

4集中 4 〇 12 3 3

2前 2 〇 8 2 兼4

2後 2 〇 8 1 兼3

3前 2 〇 9 2 兼3

3前 2 〇 1

3前 2 〇 1

3前 2 〇 1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

3前 2 〇 兼1

3後 2 〇 兼1

－ 6 36 0 12 3 3 兼9

1前・後 2 〇 1 兼1

2前・後 2 〇 1 兼1

3前 2 〇 1 兼1

3前 2 〇 兼1

1前 2 〇 兼1

3後 2 〇 兼1

3前 2 〇 兼1

3後 2 〇 兼1

3後 2 〇 兼1

2後 2 〇 1

－ 0 20 0 2 0 0 0 0 兼6

1前 2 〇 兼4

1後 2 〇 兼4

1前 1 〇 兼10

1後 1 〇 兼10

2前 1 〇 兼7

2後 1 〇 兼2

1前 2 〇 兼3

1後 2 〇 兼3

1前 2 〇 兼1

1後 2 〇 兼1

1前 2 〇 兼1

1後 2 〇 兼1

1前 2 〇 兼3

1後 2 〇 兼3

1前 2 〇 兼1

1後 2 〇 兼1

小計（5科目） －

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

専門演習Ⅲ

卒業論文

専門購読Ⅰ（英語）

専門購読Ⅱ（英語）

専門購読Ⅲ（英語）

－

キ
ャ

リ
ア
教
育
科
目

キャリア・デザインⅠ

キャリア・デザインⅡ

キャリア・デザインⅢ

産官民提携講座Ⅰ

産官民提携講座Ⅱ

経済学特講Ⅰ

経済学特講Ⅱ

経済学特講Ⅲ

経済学特講Ⅳ

経済学特講Ⅴ

経済学特講Ⅵ

経済学特講Ⅶ

キャリア英語Ⅲ

キャリア英語Ⅳ

専
門
教
育
科
目

発
展
科
目

第
三
類

中部経済論

地域ビジネス論

エリア・リサーチⅠ

エリア・リサーチⅡ

エリア・リサーチⅢ

産官民提携講座Ⅲ

産官民提携講座Ⅳ

産官民提携講座Ⅴ

産官民提携講座Ⅵ

インターンシップ

小計（10科目）

ビジネス英語A

ビジネス英語B

小計（18科目）

－

教
養
教
育
科
目

宗教学Ⅰ

宗教学Ⅱ

教
養
基
幹
科
目

教養セミナー「学問の発見」Ⅰ

教養セミナー「学問の発見」Ⅱ

教養セミナー「学問の発見」Ⅲ

美術Ⅰ

美術Ⅱ

教養セミナー「学問の発見」Ⅳ

人
文
系

心理学Ⅰ

心理学Ⅱ

哲学Ⅰ

哲学Ⅱ

論理学Ⅰ

論理学Ⅱ

文学Ⅰ

文学Ⅱ

第
四
類
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1前 2 〇 兼2

1後 2 〇 兼2

1前 2 〇 兼2

1後 2 〇 兼2

1前 2 〇 兼1

1後 2 〇 兼1

1前 2 〇 兼2

1後 2 〇 兼2

1前 2 〇 兼3

1後 2 〇 兼3

1前 2 〇 兼2

1後 2 〇 兼2

1前 2 〇 兼4

1後 2 〇 兼4

1前 2 〇 兼4

1後 2 〇 兼4

1前 2 〇 兼2

1後 2 〇 兼2

1前 2 〇 兼6

1後 2 〇 兼5

1前 2 〇 兼3

1後 2 〇 兼3

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

2前 2 〇 兼3

2後 2 〇 兼3

2前 2 〇 兼3

2後 2 〇 兼3

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

2前 2 〇 兼4

2後 2 〇 兼4

2前 2 〇 兼2

2後 2 〇 兼2

2前 2 〇 兼3

2後 2 〇 兼3

2前 2 〇 兼2

2後 2 〇 兼1

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼2

2前 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

2前 2 〇 兼3

－ 4 122 0 0 0 0 0 0 兼73

社会学Ⅰ

社会学Ⅱ

教育学Ⅰ

教育学Ⅱ

歴史学Ⅰ

歴史学Ⅱ

教
養
教
育
科
目

教
養
基
幹
科
目

社
会
系

法学Ⅰ

法学Ⅱ

政治学Ⅰ

政治学Ⅱ

地理学Ⅰ

地理学Ⅱ

自
然
系

数学Ⅰ

数学Ⅱ

統計学Ⅰ

統計学Ⅱ

物理学Ⅰ

物理学Ⅱ

化学Ⅰ

人間行動の理解Ⅰ

人間行動の理解Ⅱ

人間の尊厳と平等Ⅰ

人間の尊厳と平等Ⅱ

日本の文化と社会Ⅰ

日本の文化と社会Ⅱ

化学Ⅱ

生物学Ⅰ

生物学Ⅱ

仏教と現代社会Ⅰ

仏教と現代社会Ⅱ

禅と人間Ⅰ

禅と人間Ⅱ

生命に関する諸問題Ⅰ

生命に関する諸問題Ⅱ

－

人間と環境Ⅰ

人間と環境Ⅱ

情報と社会Ⅰ

情報と社会Ⅱ

産業と科学Ⅰ

産業と科学Ⅱ

アジアの文化と社会Ⅰ

アジアの文化と社会Ⅱ

ヨーロッパの文化と社会Ⅰ

ヨーロッパの文化と社会Ⅱ

英語圏の文化と社会Ⅰ

英語圏の文化と社会Ⅱ

ソフトウェア概論Ⅰ

ソフトウェア概論Ⅱ

健康の科学

小計（65科目）

主
題
系

設置等の趣旨（資料）-8



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1前 1 〇 兼12

1後 1 〇 兼12

1前 1 〇 兼10

1後 1 〇 兼10

1前 1 兼3

1後 1 兼3

1前 1 兼7

1後 1 兼7

1前 1 兼3

1後 1 兼3

1前 1 兼4

1後 1 兼4

1前・後 2 兼2

1前・後 2 兼1

1前・後 2 兼1

1前・後 2 兼1

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

教
養
教
育
科
目

外
国
語
科
目

英
語

英語Ⅰａ

英語Ⅱａ

英語Ⅰｂ

英語Ⅱｂ
ド
イ
ツ

語

韓
国
語

韓国語Ⅰ

韓国語Ⅱ

文
化
事
情

ドイツ文化事情

中国文化事情

フランス文化事情

韓国文化事情

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ
中
国
語

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ
フ

ラ

ン

ス

語

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ

英語表現法Ⅱ

英語表現法Ⅲ

英語表現法Ⅳ

英語読解法Ⅰ

英語読解法Ⅱ

英語読解法Ⅲ

エ
レ
ク
テ
ィ

ブ
科
目

英会話Ⅰ

英会話Ⅱ

英会話Ⅲ

英会話Ⅳ

メディア英語Ⅰ

メディア英語Ⅱ

メディア英語Ⅲ

メディア英語Ⅳ

英語表現法Ⅰ

ドイツ語Ⅱ（基礎）

ドイツ語Ⅲ（読解）

ドイツ語Ⅳ（読解）

ドイツ語Ⅲ（表現）

ドイツ語Ⅳ（表現）

ドイツ語Ⅲ（総合）

英語読解法Ⅳ

実践英語Ⅰ

実践英語Ⅱ

実践英語Ⅲ

実践英語Ⅳ

ドイツ語Ⅰ（基礎）

中国語Ⅳ（読解）

中国語Ⅲ（表現）

中国語Ⅳ（表現）

ドイツ語Ⅳ（総合）

ドイツ語会話Ⅰ

ドイツ語会話Ⅱ

中国語Ⅰ（基礎）

中国語Ⅱ（基礎）

中国語Ⅲ（読解）
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

－ 4 78 0 0 0 0 0 0 兼53

1前 1 〇 兼8

1後 1 〇 兼8

2前 1 〇 兼3

2後 1 〇 兼3

－ 2 2 0 0 0 0 0 0 兼9

1集中 2 〇 兼1

1集中 2 〇 兼1

1集中 1 〇 兼1

1集中 1 〇 兼1

― 0 6 0 0 0 0 0 0 兼4

1前 2 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

3前 1 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

3前 2 〇 兼1

3後 2 〇 兼1

3前 4 〇 兼1

2前 2 〇 兼1

2前 2 〇 兼3

2後 2 〇 兼1

－ 0 0 22 0 0 0 0 0 兼6

中国語会話Ⅱ

フランス語Ⅰ（基礎）

フランス語Ⅱ（基礎）

フランス語Ⅲ（読解）

フランス語Ⅳ（読解）

フランス語Ⅲ（表現）

教
養
教
育
科
目

外
国
語
科
目

エ
レ
ク
テ
ィ

ブ
科
目

中国語Ⅲ（総合）

中国語Ⅳ（総合）

中国語会話Ⅰ

韓国語Ⅱ（基礎）

韓国語Ⅲ（読解）

韓国語Ⅳ（読解）

韓国語Ⅲ（表現）

韓国語Ⅳ（表現）

韓国語Ⅲ（総合）

フランス語Ⅳ（表現）

フランス語Ⅲ（総合）

フランス語Ⅳ（総合）

フランス語会話Ⅰ

フランス語会話Ⅱ

韓国語Ⅰ（基礎）

－

健
康
総
合

科
学
科
目

スポーツ科学Ⅰ

スポーツ科学Ⅱ

スポーツ科学Ⅲ

スポーツ科学Ⅳ

小計（4科目） －

韓国語Ⅳ（総合）

韓国語会話Ⅰ

韓国語会話Ⅱ

スペイン語Ⅰ（基礎）

スペイン語Ⅱ（基礎）

小計（78科目）

長期インターンシップ

地域連携学B

地域連携学C

地域連携学D

小計（12科目） －

―

自
由
選
択
科
目

キャリア・デザイン

サービスラーニング実習Ⅰ

サービスラーニング実習Ⅱ

サービスラーニング実習Ⅲ

サービスラーニング実習Ⅳ

課題解決型演習Ⅱ

課題解決型演習Ⅲ

課題解決型演習Ⅳ

海
外
事
情

科
目

海外事情Ⅰ

海外事情Ⅱ

海外事情Ⅲ

海外事情Ⅳ

小計（4科目）
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2･3前 2 〇 兼2

2･3･4後 2 〇 兼1

1･2･3前 2 〇 兼2

2･3･4前 2 〇 兼2

1･2･3後 2 〇 兼2

2･3･4後 2 〇 兼1

1･2･3後 2 〇 兼1

2･3前 2 〇 兼1

2･3前 2 〇 兼1

2･3前 2 〇 兼1

2･3後 2 〇 兼1

2･3集中 1 〇 兼1

2･3後 2 〇 兼1

2･3後 2 〇 兼1

4春 1 〇 兼1

4通 2 〇 兼1

4後 2 〇 兼1

3前 2 〇 兼1

3後 2 〇 兼1

2･3後 2 〇 兼1

－ 0 0 38 0 0 0 0 0 兼11

2･3･4後 2 〇 兼1

2･3･4前 2 〇 兼1

2･3･4前 2 〇 兼1

2･3･4後 2 〇 兼1

3･4前 2 〇 兼1

3･4後 2 〇 兼1

3･4前 2 〇 兼1

3･4通 2 〇 兼1

図書館情報資源概論 3･4前 2 〇 兼1

2･3･4前 2 〇 兼1

3･4通 2 〇 兼1

図書館基礎特論 3･4前 1 〇 兼1

図書館サービス特論 3･4前 1 〇 兼1

図書館情報資源特論 3･4前 1 〇 兼1

図書・図書館史 3･4後 1 〇 兼1

3･4後 1 〇 兼1

－ 0 0 27 0 0 0 0 0 兼7

学校経営と学校図書館 3･4前 2 〇 兼1

学校図書館メディアの構成 3･4後 2 〇 兼1

学習指導と学校図書館 3･4前 2 〇 兼1

読書と豊かな人間性 3･4後 2 〇 兼1

3･4前 2 〇 兼1

－ 0 0 10 0 0 0 0 0 兼3

教育課程論

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法

教育方法論

ICT活用論

生徒・進路指導論

教育相談

教
職
課
程
科
目

教育原論

教育思想論

教職論Ⅰ

教職論Ⅱ

教育行政学Ⅰ

教育行政学Ⅱ

教育心理学

特別支援教育

図
書
館
司
書
課
程
科
目

生涯学習概論

図書館概論

図書館情報技術論

図書館制度・経営論

図書館サービス概論

情報サービス論

児童サービス論

教育実習事前事後指導（中・高）

高等学校教育実習

教職実践演習（中・高）

公民科教育法Ⅰ

公民科教育法Ⅱ

教育評価論

－

情報サービス演習

情報資源組織論

情報資源組織演習

図書館施設論

小計（16科目） －

小計（20科目） －

学
校
図
書
館
司
書

教
諭
課
程
科
目

情報メディアの活用

小計（5科目）
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自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1前 1 〇 兼2

1後 1 〇 兼2

1前 1 〇 兼2

1後 1 〇 兼2

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

－ 6 4 0 0 0 0 0 0 兼4

－ 42 449 97 12 3 3 0 0 兼199 -

教
養
教
育
科
目

外
国
語
科
目

外
国
人
留
学
生
・
帰
国
生
徒
対
象
科
目

日本語Ⅰa

日本語Ⅱa

日本語Ⅰb

日本語Ⅱb

日本語Ⅰc

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【教養教育科目】
・宗教学Ⅰ・Ⅱ（4単位修得）
・教養基幹科目から22単位以上修得（人文系・社会系・自然系・主題

系から各4単位以上修得）
・外国語科目（8単位修得）（英語4単位、4言語の中から1言語を選択

して2単位修得。加えて文化事情を2単位修得）
・スポーツ科学Ⅰ・Ⅱ（2単位修得）

合計36単位以上取得

【専門教育科目】
・専門基礎科目の必修科目20単位修得
・専門基幹科目から16単位以上修得
・専門発展科目第Ⅳ類から必修科目を含め14単位以上修得

合計76単位以上修得

【キャリア教育科目】
・キャリア教育科目から2単位以上修得

【卒業要件単位】
教養教育科目36単位以上、専門教育科目76単位以上、キャリア教育科目2
単位以上を含め、計128単位以上修得
（履修科目の登録の上限：44単位（年間））

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

－

合計（342科目） －

学位又は称号 学士（経済学） 学位又は学科の分野 経済学関係

日本語Ⅱc

日本語Ⅰd

日本語Ⅱd

日本語Ⅰe

日本語Ⅱe

小計（10科目）
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